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このたび，防衛庁東京防衛施設局は，土浦市小岩田地区において自

衛隊共同宿舎の建設を計画し，その対象地内に谷畑遺跡が所在してお

ります。

財団法人茨城県教育財団は，防衛庁東京防衛施設局と埋蔵文化財発

掘調査事業について委託契約を結び，平成13年2月に谷畑遺跡の発掘

調査を実施いたしましたところ，貴重な遺構，遺物を検出することが

できました。

本書は，谷畑遺跡の調査結果を収録したものであります。本書が，

学術的な研究資料としてはもとより，教育・文化の向上の一助として

広く活用されることを希望いたします。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である防衛庁

東京防衛施設局から多大なる御協力を賜りましたことに対し，厚く御

礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，土浦市教育委員会，土浦市立上高津貝塚

ふるさと歴史の広場をはじめ，関係各機関及び関係各位からいただい

た御指導，御協力に対し，衷心より感謝の意を表します。

平成14年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例－　　▲仁コ

1本書は，防衛庁東京防衛施設局の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成12年度に発掘調査を実施し
やばたいせき

た，茨城県土浦市小岩田西1丁目1063－20ほかに所在する谷畑遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調　査　平成13年2月1日～平成13年2月28日

整　理　平成13年5月1日～平成13年5月31日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第一課長阿久津久の指揮のもと，調査第一課第1班長海老澤稔，主任調査員

成島一也，主任調査員川上直登が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理第一課長川井正一の指揮のもと，主任調査員川上直登が担当

した。

5　発掘調査及び整理に際し，御指導・御協力を賜った関係機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表し

ます。



1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋6，160m，Y軸＝＋32，680mの交

点を基準点（Alal）とした。

調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，

3…とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C…

j，西から東へ1，2，3，・・・0とし，名称は大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように

呼称した。

2　遺跡・遺物・土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡－SI　土坑，SK　清一SD　　不明遺構一SX

遺物　土器－P　土製品－DP　石器・石製品，Q　金属製品－M　拓本記録土器，TP

3　遺構及び遺物の実測図中の表示は次のとおりである。

黒色処理

●　土器　　　　△　金属製品

繊維土器

4　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法については次のとおりである。

（1）遺構全体図は200分の1，遺構は60分の1に縮尺して掲載することを基本とした。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについて

は個々に縮尺をスケールで表示した。

6　「主軸」は，長軸（径）を主軸とみなした。「主軸・長径方向」は主軸・長径が座標北からみて，どの方向

にどれだけ振れているかを角度で表示した。（例　N－10。－E）

7　遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

（1）土器の計測値の単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（2）備考の欄は，土器の現存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

（3）遺物番号については，土器，拓本のみ掲載の土器片，土製品，石製品，金属製品ごとに通し番号とし，

挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一とした。

8　遺構一覧表における計測値で，現存値は（），推定値は［］を付けて示した。
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

東京防衛施設局は，土浦市中岩田西地区において自衛隊共同宿舎新設工事事業を進めている。

平成12年9月11日，東京防衛施設局長から，土浦市教育委員会教育長あてに，自衛隊共同宿舎工事地内にお

ける埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いについて紹介があった。同年9月19日，土浦市教育委員会教育長

から茨城県教育委員会教育長あてに，照会文が進達された。それを受けて，茨城県教育委員会は，同年9月21

日に事業地内の現地踏査を，同年9月27日には試掘調査を実施した。同年10月6日，茨城県教育委員会教育長

から東京防衛施設局長あてに，事業地内に谷畑遺跡が所在する旨回答した。同年10月20日，東京防衛施設局長

から，茨城県教育委員会教育長あてに，谷畑遺跡について，文化財保護法第57条の3に基づく周知の埋蔵文化

財包蔵地における土木工事等の通知が提出された。同年11月7日，茨城県教育委員会教育長から，東京防衛施

設局長あてに，谷畑遺跡については，記録保存のための発掘調査を実施するよう勧告した。同年11月21日，東

京防衛施設局長から茨城県教育委員会教育長あてに，自衛隊共同宿舎新設工事地内における埋蔵文化財（谷畑

遺跡）の発掘調査の実施について協議書が提出された。同年12月6日，茨城県教育委員会教育長は，東京防衛

施設局長あてに，谷畑遺跡の発掘調査については，財団法人茨城県教育財団が調査機関となることを回答した。

東京防衛施設局と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成13年2月1

日から同年2月28［］にかけて，谷畑遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調　査　経　過

谷畑遺跡の発掘調査は，平成13年2月1日から平成13年2月28日までの1か月間実施した。以下，調査の経

過について，その概要を表で記載する。

項　　 目 第 1 週 ［　　 第 2 週　　 ［　　 第 3 過

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

第 4 過 第 5 週

表 土 除 去

及　　 び

遺 構 確 認

l

1
l

遺 構 調 査

l
I

l
l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

洗 浄 及 び

注 記 作 業

l
I

r
J

補 足 調 査

及　　 び

後 片 付 け

－1－
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第2章　位　置　と　環　境

第1節　地理的環境

谷畑遺跡は，土浦市小岩田西1丁目1063－20ほかに所在している。

遺跡のある土浦市は，新治台地及び筑波稲敷台地と呼ばれる洪積台地と，両台地の間に西から東に流れる桜

川の沖積低地や霞ケ浦沿岸の低湿地からなっている。新治台地は市の北部に位置し，筑波山塊から南東に延び

る標高24～27mの台地で，桜川，恋瀬川，及び霞ケ浦に囲まれている。筑波稲敷台地は市の南部に位置し，真

壁台地から南東に延びる標高24m前後の台地で，桜川，小月川及び霞ケ浦に囲まれている。新治台地及び筑波

稲敷台地の地層は，新生代第四紀更新酎こ形成された層が基盤となり，下部から上部にかけて竜ヶ崎砂礫層・

常総粘土層，関東ローム層，表土層の順で堆積している。

当遺跡は，土浦市の南東部に位置し，霞ケ浦に注ぐ花室川北岸の台地とその小支谷に挟まれた細長い尾根上，

標高24mほどに立地している○遺跡周辺の土地利用状況は，主として宅地・畑地・山林であり，花室川流域に

ひろがる沖積低地は，水田として利用されており，台地と水田との比高は約19mである。遺跡の現況は，宅地

である。

第2節　歴史的環境

谷畑遺跡の所在する筑波稲敷台地には，桜川に面する台地縁辺部や花室川流域に数多くの遺跡が存在してい

る（第1図）。ここでは，花室川流域の遺跡について述べることにする。
1）　　　　2）

旧石器時代の遺跡は，親遺跡〈45〉，蹴椙遺跡〈43〉，などがあり，永国遺跡，池ノ台遺跡からは，ナイ

フ形石器が出土している。

縄文時代になると前期から中期にかけて遺跡の数は増加し，後期から晩期にかけて減少する状況が認められ
きみやみなみ　　　　　　　　　　　　　　　3）

る。早期の遺跡は，木の宮南遺跡〈17〉，ビヤ晋遺跡〈44〉，永国遺跡などがあり，永国遺跡からは茅山期の
みぎもみかいづかひがし

竪穴住居跡が調査されている。前期の遺跡は，カ首霜遺跡，産葺摘遺跡〈19〉，右籾貝塚東遺跡〈21〉，などが
4）　　　　　　　　　　　　5）

ぁり，烏山遺跡で関山期の竪穴住居跡，右籾貝塚東遺跡では黒浜期の竪穴住居跡が調査されている。中期の遺
みやまえ　　　　　　　　　6）

跡は，平成6年度に調査された宮前遺跡〈20〉がある。宮前遺跡からは，この時代の竪穴住居跡36軒が確認さ
みねざき

れている。後・晩期の遺跡は，峰崎遺跡〈18〉，木の宮南遺跡などがある。

弥生時代の遺跡は，烏山遺跡，永国遺跡などがあり，烏山遺跡及び永国遺跡は，発掘調査によって後期の集

落が存在していたことが確認されている。

古墳時代の遺跡については，これまで行われた発掘調査によって，集落の様相が明らかにされている。烏山
7）

遺跡および永国遺跡は，前期から後期にわたって形成された集落跡である。鳥山遺跡では，玉作工房跡が7軒
たいら

確認されており，第57号工房跡から塙瑠製の勾玉や碧玉材で作られた管玉の未成品が数多く出土している。平
っぼ　　　　みなみおか　　　　　　　　　　　　　　8）

坪遺跡〈26，および南丘遺跡〈55〉は，前期と後期の集落跡である。等蒙フ払遺跡〈52〉および寺家ノ後
9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねんだい

B遺跡〈53〉は，中期から後期にわたる集落跡で，その後，終末期の古墳群が形成されている。念代遺跡〈25〉，
ながみね　　　　じゆうさんづか　10）

長峰遺跡〈56〉，十三塚B遺跡〈54〉および池ノ台遺跡は，後期になってから新しく営まれた遺跡である。こ

のような古墳時代の遺跡の分布をみてみると，前期から中期にかけて急激な変化は認められないが，後期に

－　3　－



第2図　谷畑遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院2万5千分の1「土浦」）
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表1谷畑遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　　 跡　　 名

ノ／

時　　　　　 代 番

号

遺．　 跡　　 名

時　　　　　 代

旧　 縄

石
器　 文

弥　 古

生　 墳

奈　 中

°
平　 世

旧

石
器

縄

．文

弥

生

古

墳

奈

°
平

中

世

①

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

谷　 畑　 遺　 跡

小　 松　 貝　 塚

摩　 利　 山　 貝　 塚

中　 高　 津　 古　 墳

高 津 天 神 古 墳 群

小　 松　 古　 墳

芳　 古　 墳

中　内　山　古 墳 群

石 倉　 山　古 墳 群

と　も　え塚 古 墳 群

鳥　 山　 遺　 跡

大　 岩　 田　 貝　 塚

谷　 原　 門　 遺　 跡

商　 連　 中　 遺　 跡

馬　 道　 遺　 跡

木　 の　宮　北　遺　 跡

木　 の　宮　南　 遺　跡

峰　 崎　 遺　 跡

○ ○ ・ 29 永　 峰　 遺　 跡 ○ ○

○ 30 堂　 地　 塚　 遺　 跡 ○ ○ ○

○ 31 小　 西　 遺　 跡 ○ ○

○ ・ 32 堂　 後　 遺　 跡 ○ ○ ○

○ 33 霞　 ケ　 同　 遺　 跡 ○ ○ ○

○ 34 霞　 ケ　岡　北　遺　跡 ○ ○ ○

○ 35 東　 谷　 遺　 跡 ○

○ 36 霞　 ケ　 岡　 古　 墳 ○＿

0 ． 37 内　 出　 後　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○

○ 38 油　 麦　 田　 遺　 跡 ○ ○

○ ○ ○ ○ 39 阿　 ら　 地　 遺　 跡 ○ ○

○ 40 桜　 ケ　 丘　 遺　 跡 ○

○ ○ ○ 41 桜　 ケ　 丘　 古　 墳 ○

○ ○ 42 小　 松　 遺　 跡 ○ ○

○ ○ ○ 43 池　 ノ　 台　 遺　 跡 ○ ○ ○

○ 44 ビ　 ア　 首　 遺　 跡 ○

○ ○ ○ 45 永　 国　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○

○ ○ 46 宮　 久　 保　 遺　 跡 ○ ○

19

20

2 1

22

23

24

25

26

27

28

権　 現　 前　 遺　 跡

宮　 前　 遠　 野

右 籾 貝 塚 東 遺 跡

○ ○ 47 亀　 井　 遺　 跡 ○ ○

○ ○ ○ 48 西　 原　 遺　 跡 ○ ○

○ 49 弁　 天　 社　 遺　 跡 ○ ○

宮　 塚　 遺　 跡

内　路　 地　台　 遺　跡

右　 籾　 十　 三　 塚

念　 代　 遺　 跡

平　 坪　 遺　 跡

数　 光　 遺　 跡

右　 籾　 館　 跡
l

○

○

○

○

〇

〇

〇

〇

○

○

50

51

52

53

54

55

56

下高津小学校遺跡

神　 出　 遺　 跡

寺 家 ノ 後 A 遺 跡

寺 家 ノ 後 B 遺 跡

十　三　塚　 B　遺　跡

南　 丘　 遺　 跡

長　 峰　 遺　 跡

○

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

至ると爆発的な遺跡数の増加が認められる。

時代が進んで律令制下の奈良・平安時代になると，土浦市城は筑波郡・信太郡・茨城郡・河内郡の四郡にま

たがり，谷畑遺跡周辺は信太郡中家郷に属していたと考えられる。この時代の遺跡は，今回報告する谷畑遺
11）

跡の他に，刻書のある紡錘車，墨書土器，金銅製の帯金具（巡方）が出土している烏山遺跡，墨書土器や鋼製
12）　　　　　　　　13）　　　　　　　　じんで

帯金具（鋳帯）が出土している念代遺跡，墨書土器が出土している重税遺跡〈27〉，灰粕陶器が出土してい神出
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14）　　　　　15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うちいでうしろ16）

遺跡〈51〉，長峰遺跡，灰粕陶器や銅製帯金具（巡方）が出土している内出後遺跡〈37〉などがある。
みぎもみじゅうさんづか　　　みぎもみやかたあと　　　　みやづか

中世以降の遺跡は，神出遺跡，右籾十三塚〈24〉，右籾館跡〈28〉，宮塚遺跡〈22〉などがある。右籾館
17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18）

跡からは，土塁や掘跡などが確認され，陶器片や磁器片，土師質の皿が出土している。また，宮塚遺跡からは，

地下式境が3基確認され，内耳土器，措鉢，陶磁器および香炉などが出土している。

註

1）日本窯業史研究所　「茨城県土浦市　永国遺跡」（『日本窯業史研究所報告』15）1983年9月

2）土浦市教育委員会　「池ノ台遺跡調査報告」1981年1月

3）註1）と同じ。

4）茨城県住宅供給公社　「土浦市烏山遺跡群一土浦市烏山団地造成用地内埋蔵文化財2・3次調査報告書」1975

年3月

土浦市教育委員会　「茨城県土浦市　烏山遺跡」1988年3月

5）茨城県教育財団「主要地方道土浦竜ヶ崎線道路改良工事地内埋蔵文化財報告書　　右籾貝塚東遺跡　内路地台遺

跡　念代遺跡　平坪遺跡」　『茨城県教育財団文化財調査報告』第111集1996年3月

6）茨城県教育財団「都市計画道荒川沖木田余線街路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　　宮前遺跡」　『茨城県

教育財団文化財調査報告』第118集1997年3月

7）註4）と同じ。

8）茨城県教育財団「永国地区住宅団地建設予定地内埋蔵文化財調査報告書　　寺家ノ後A遺跡　寺家ノ後B遺跡

十三塚A遺跡　十三塚B遺跡　永国十三塚遺跡　旧鎌倉街道」『茨城県教育財団文化財調査報告』第60集1990年3

月

9）註8）と同じ。

10）註8）と同じ。

11）註4）と同じ。

12）註5）と同じ。

13）茨城県教育財団「一般国道125号道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　　西郷遺跡　南丘遺跡　長峰遺跡

数光遺跡　宮塚遺跡　右籾館跡　内路地台遺跡」　『茨城県教育財団文化財調査報告』第64集1991年3月

14）土浦市教育委員会　土浦市遺跡調査会　「東出・神出・中井遺跡」1999年10月

15）註13）と同じ。

16）土浦市教育委員会　「古代霞ケ浦事情一常陸国府とその周辺－」　2000年10月

17）註13）と同じ。

18）註13）と同じ。
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第3章　調　査　の　成　果

第濫節　遺跡の概要

当遺跡は，今回の調査によって，古墳時化奈良e平安時代の集落跡を中心とする複合遺跡であることが判

明した。遺構としては，古墳時代の竪穴住居跡1軒，奈良。平安時代の竪穴住居跡2軋土坑1軋時期不明

の土坑9基，溝3条，不明遺構1基が検出された。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に5箱出土している。遺物の大部分はタ古墳時代から奈良e平安時代に

かけての土師器（杯の高杯。高台付杯。婆），須恵器（杯e鉢・甑の賓）である。他には言縄文土器片，弥生土器片，

球状土錘，土師質土器（小皿），鉄製品，砥石などが出土している。

第2節　基　本　層　序

調査区西部のAld8区にテストピットを設定し，約2。5m掘り下げて，基本土層の観察を行った（第3図）。

なお，ローム層の層序区分については，武蔵野台地での層序区分を参考に，ローマ数字で示すことにする。

I層は暗褐色の表土層で，ローム中ブロックeローム小ブロックを多鼠　ローム粒子を中量ク　ローム太ブ

ロックを少量含んでいる。粘性と締まりはともに普通で，層厚は10～15cmである。

Ⅲao b層は暗褐色の腐食土層で，表土とローム層の間層と考えられる。

Ⅲa層は，ローム小ブロック多量，ローム中ブロックのローム小ブロックを少量含んでいる。粘性と締まり

はともに普通で芦　層厚は10～20cmである。

Ⅲb層は，ローム中ブロックeローム小ブロック0ローム粒子を中量含んでいる。層厚は17～25cmである。

Ⅲ。Ⅳ層は層位が安定せず，確認することができなかった。

V層の第一黒色帯（BBI）は層位が安定せず，確

認できなかった。

Ⅵ層は褐色のハードローム層で，炭化粒子を

少量含んでいる。層厚は13～27cmである。AT層

は確認できなかった。

Ⅶ層は暗褐色ローム層で，黒色粒子を少量含

んでいる。第二黒色帯（BBⅢ）の最上層と考えられ，

層厚は10～20cmである。

Ⅸa層は暗褐色ローム層で，第二黒色帯（BBⅢ）

の間層と考えられる。層厚は5～15cmである。

Ⅸb層は層位が安定せず，確認できなかった。

ⅨC層は暗褐色ローム層で，黒色粒子e赤色

粒子を少量含んでいる。Ⅶ層よりやや色調が明

るいことから，第二黒色帯の最下位層と考えら

れる。層厚は10～20cmである。 第3園　基本土層図
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Ⅹ層は褐色ローム層で，白色粒子・赤色粒子を微量含み，硬く締まっている。層厚は10～25cmである。ここ

までが立川ローム層（TL）に比定されると考えられる。

ⅩI層はにぷい褐色ローム層で，硬く締まっている。層厚は15～25cmである。この層以下が武蔵野ローム層

（ML）に比定されると考えられる。

ⅩⅡ～ⅩⅤ層はにぷい黄褐色ローム層で，粘性が強く，硬く締まっている。層厚は5～25cmである。

ⅩⅥ層はにぷい黄褐色ローム層で，黒色粒子を少量含み，硬く締まっている。層厚は10～27cmである。

ⅩⅦ層は明黄褐色ローム層で，黒色粒子・赤色粒子を少量含み，硬く締まっている。層厚は15～35cmである。

ⅩⅧ層は黄褐色ローム層で，層厚は7～15cmである。

刃Ⅹ層は，浅黄色の粘土層である。

なお，当遺跡の遺構のほとんどはⅥ層で確認され，Ⅵ層からⅩ層にかけて掘り込まれている。

第3節　遺構　と　遺物

1古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，古墳時代の竪穴住居跡1軒を確認した。以下，確認した遺構と出土遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第4図）

位置　調査区の南部，Alf8区。

規模と形状　一辺5．26mの方形で，主軸方向はN－210　－Wである。壁高は28cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。中央部から北部にかけて床面下まで撹乱を受けている。

竃及び炉，壁溝は確認できなかった。

ピット　5か所。Pl～P4は，深さ10～18cmで，規模と位置から主柱穴と考えられる。P5は深さ10cmで，

位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土12層からなる。各層ともロームブロックや焼土を含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブロック・炭化物・焼土中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，ローム大ブ

ロック微量

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，ローム中ブロック微量

暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

褐　色　ローム粒子多量，

褐　色　ローム粒子多量，

褐　色　ローム小ブロック

暗褐色　ローム粒子多量，

黒

暗

褐色　ローム小ブロック

褐色　ローム小ブロック

褐　色　ローム粒子多量，

黒褐色　ローム小ブロック

ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

・ローム粒子多量，炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック微量

・ローム粒子・炭化粒子中量

ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

・焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片171点，須恵器片11点が出土している。これらの遺物は覆土上層を中心に全体的に出土してい

ることから，一括投棄された可能性が高い。また，出土した須恵器片は，ほとんどが撹乱部分から出土してい

る。第5図1の土師器の壷口緑部片は，中央部の覆土下層から出土している。
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所見本跡は，当遺跡において最大の規模をもつ住居跡である。時期は，遺構の形態や覆土下層の出土土器か

ら判断して古墳時代中期と考えられる。

24．4m

‾竃童≡≡墓室二：＝＝＝二＝忘ヨ一一

第4図　第1号住居跡実測図

亡≡三二」

2m

⊆二二＋＿⊥」

10cm

l　　　；　　＿」

プー＼幸三フク三。

第5図　第1号住居跡出土遺物実測図
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第瑠考住居跡出藍遺物観察豪（第5図）

番号 種　 別 機種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 焼　 成 色　 調 手　　　　　 法 出 土位 置 備　　 考

1
l
土師器
l
・ことご∃互 ［19．0］ （3．0） － 長石，石英，赤色粒子 普　 通 橙 目線部内 ・外面へラナデ 中央部覆土下層 5％

2 土師器 高杯 － （2．0） － 長石，石英，雲母 普　 通 灰黄褐 埠部外面へラ削 り 中央部覆土中層 10 ％

2　奈良昏平安時代の遺構と遺物

今回の調査で，奈良e平安時代の竪穴住居跡2軒，土坑1基を確認した。以下，確認した遺構と遺物につい

て記載する。

（1）竪穴住居跡

第2号健腰跡（第6図）

位置　調査区城の北部，AlbO区。

規模と形状　長軸2。28m，短軸2。21mの方形でタ　主軸方向はN…330　－Eである。壁高はlト36cmで，夕も傾して

立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。床面は地山面をそのまま利用している。壁溝は，南東部

を除いて，壁下を巡っている。上幅11～20cmタ　下幅2～6C恥　深さ5cmで，断面はU字形である。

ピット　ピットは確認できなかった。

＿』」23．帥

二　　∴

第6図　第2号住居跡実測図

B

C

D

0　　　　　　　　　　　　1m

」二二∴・一一　　！
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寵北壁の中央部に設けられている。天井部は崩落しており・袖部・煙道部が残存する。規模は焚口部から煙

道部までの長さ50cm，袖部最大幅は90cmである。壁外への掘り込みはほとんどない0袖部は，砂粒と粘土ブロッ

ク混じりの暗褐色土で構築されている。煙道は78度の傾きで立ち上がる0火床部は長径40cm，短径30cmの不整

形で，確認面から60cmの深さに掘り込んでいる。土層断面中第1層は，天井部の崩落土と考えられる。

電土層解説
1暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子，焼土粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量

ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
焼土中ブロック・焼土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子少量

5　暗赤褐色焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・砂粒少量
6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子・砂粒少量
9　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色

10　暗赤褐色
11暗赤褐色
12　暗赤褐色
13　灰褐色
14　暗褐色
15　暗赤褐色
16　灰褐色

ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
ローム粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子微量

≡＿草＝lll
10cm

⊆二＿＿　　一一一；　　＿」

第7図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表（第7図）

種　 別 機種 口　 径 詳　 高

4．2

（4．7）

4 3

底　 径

［6．7］

胎　　 土

長石，石英，雲母，赤色粒子

長石，石英，雲母

長石，雲母

長石　 石英　 雲母

焼　 成 色　 調 手　　　　　 法 出 土 位 置 備　　 考

番号

3

土 師器 杯

襲

三E

［13．0］

［2 2．0］

13．2

14 ．3

13 ．4

普　 通 にぷい黄橙 内面黒色処理 西部床面 50％　　 P L 5

土 師器

須恵器

須恵器

須恵器

普　 通 橙 口縁部内 ・外面横 ナデ 覆土 中層 5％

4

5
杯

杯

杯

6．1

6．2

6．2

普　 通 灰黄 底部 1 方 向のヘ ラ削 り 南東コーナー部床面 10 0％　　 P L 5

4 ．2

4．5

普　 通 にぷい黄橙 ロクロ目弱い。底部1方向のヘラ削り 南東コーナー部床面 10 0％　　 P L 5

6

7

雲 母 普　 通

普　 通

にぷい黄橙 底鯛 転へラ削り後，柁方向のヘラげ 北東コーナー部床面

竃東袖部付近覆土下層

8 0％　　 P L 5

8 0 ％ 二次焼成PL 5
ゑ　恵器 杯

襲

13．1 4 5 5 9 長石，石英，雲母，赤色粒子

雲母，黒色粒子

にぷい黄橙 体部内 ・外面ロクロナデ

8

T P l

須 心

須宙器

（1 5．6） －
普　 通 にぷい黄橙 体部外面斜位の平行叩き 中央部床面

′　ノじ．、
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17　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
18　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
19　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
20　暗褐色　粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
21褐　　色　ローム粒子少量

覆土　7層からなる。土層断面図中，6層は焼土中ブロックを中量，炭化材を少量含み，本住居跡の焼失に伴

う堆積土と推定される。第1層から第5層はレンズ状に堆積しており自然堆積と考えられる。本跡は，焼失後

自然堆積により埋没したと推定される。

土層解説
1褐　　色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色
7　暗褐色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム中ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂粒微量
焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化材少量，ローム大ブロック微量
ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片92点，須恵器片7点が出土している。これらの遺物の多くは，竃内の覆土や中央部から南東部

にかけての覆土中層から床面にかけて出土している。第7図5・6の須恵器杯は，南東コーナー部の床面から

正位の状態で重なって出土している。

所見　中央部の床面から炭化材や多量の焼土塊が出土していることから，本跡は焼失住居である‘。また，南東

コーナー部の床面直上から2点が重なった状態で出土している須恵器は，本跡が使用されていた当時の状況を

示していると思われる。時期は，遺構の形態や出土土器から判断して，9世紀中葉と考えられる。

第3号住居跡（第8図）

位置　調査区の南東部，A2gl区。

規模と形状　東部が調査区域外に延びているため，全容は不明である。南北軸2・73m，東西軸は，2・60mだけ

が確認でき，方形と推定される。主軸方向はN－10－Wである。壁高は25cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，竃から中央部にかけて硬化している。壁溝は確認できなかった○

寵　北壁ほぼ中央に位置している。規模は，焚口部から煙道部までの最大長74cm，両袖部最大幅94cmである。

袖部は砂粒と粘土ブロック混じりの暗褐色土で構築されている。煙道部は壁外へ32cmにわたり丸みを帯びた三

角形に掘り込んでいる。煙道は下半部で40度，上半部で75度の傾きで立ち上がる。火床部は径20cmのほぼ円形

で，確認面から46cmの深さまで掘り込んでつくっている。

寵土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子中量，焼土小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

覆土10層からなる。各層ともロームブロックを含み，不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，

2　黒褐色　ローム粒子中量，

3　黒褐色　ローム粒子中量，

4　黒褐色　ローム粒子少量，

5　暗褐色　ローム粒子中量，

6　暗褐色　ローム粒子中量，

7　暗褐色　ローム粒子中量，

8　暗褐色　ローム中ブロック

9　暗褐色　ローム粒子中量，

10　暗褐色　ローム粒子中量，

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・炭化粒子少量

ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック少量，炭化物微量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子微量

・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック・炭化粒子少量
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l

：夢

2m

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　　⊥　　　」

［－　；　一一二∃

0　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　．！

第8図　第3号住居跡・出土遺物実測図
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遺物　土師器片71点，須恵器片9点が出土している。これらの遺物は，竃内と東部の覆土下層から床面にかけ

て出土している。第8図11の須恵器鉢は，東部中央の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から判断して8世紀後半と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表（第8図）

番号 種　 別 機種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 焼　 成 色　 調 手　　　　　 法 出土 位置 備　　 考

9 須恵器 杯 － （2．7） 8．0 石英，雲母 普　 通 にぷい黄橙 底部 1方向のヘラ削り 南東部床面 10％　　　 PL 6

10 須恵器 鉢 ［34．2］ 25．7 ［17．0］ 石英，雲母 不一　良 明赤褐 体部外面縦方向の叩き 竃内覆土中層 40％　　　 PL 6

11 須恵器 鉢 －
（4．2） 15．9 長石，石英，雲母 普　 通 にぷい褐 体部外面下位へラ削り 東部中央床面 5％　　　 PL 6

（2）土坑

第10号土坑（第9・10図）

位置　調査区の南部，Alg9区。

規模と形状　長軸2．03m，短軸1．35mの隅丸長方形で，深さ40cmである。長軸方向はN－600－Wである。

壁面は外傾して立ち上がる。

底面　長軸1．72m，短軸1．1mの隅丸長方形で，ほぼ平坦である。

覆土　5層からなる。各層ともにロームブロックや炭化粒子を含み，不規則な堆積状況から人為堆積と考えら

れる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック・炭化物微量

2　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック・炭化物微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片12点，須恵器片10点が出土している。これらの遺物のほとんどは，南東部の覆土下層から北西

部の床面にかけて出土している。第10図12の土師器杯，14の須恵器高台付杯は，北西コーナー部の床面直上か

ら12を上にして，ほぼ正位の状態で重なって出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

1　　　　　　　　　」と24．6m

第9図　第10号土坑実測図
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第10図　第10号土坑出土遺物実測図

第10号土坑出土遺物観察表（第10図）

0　　　　　10cm

L＝二一一一十一一一二」

番号種　別接種口　径器　高

31

底　径

5．8

8．3

胎　　 土 焼　成 色　調

明赤褐

手　　　　 法 出土位置 備　　 考

長石，石英，雲母，赤色粒子

長石，雲母

普　通 ロ縁部内・外面横ナデ 北西部床面直上 煤付着100％PL5
2 土師器 杯 85
1

4．5 普　通 灰　黄 底部2方向のヘラ削り 西部床面 煤付着100％PL5
13 須恵器 杯 14．2

底舶転へラ削り後，高台貼り付け北西部床面直上 90％PL5
14 須恵器高鮒杯13．0 54 9．2 石英，雲母 普　通 灰黄褐
′　′lユ、

3　時期不明の遺構と遺物

今回の調査で時代が明らかでない遺構として，土坑9基，溝跡3条，不明遺構1基を確認した。以下，確認

した遺構と出土した遺物について記載する。

（1）土坑

今回の調査の結果，10基の土坑が確認された0このうち，出土遺物から奈良時代と考えられる第10号土坑は

奈良・平安時代の項で取り上げている0その他の土坑は，出土遺物が少ないため，時代・性格とも不明なもの

が多い。ここでは，縄文時代の陥し穴の可能性がある第1号土坑を取り上げ・それ以外は一覧表および実測図

で掲載する。

第1号土坑（第11図）

位置　調査区の中央部，AleO区。

規模と形状長軸1．25m，短軸0・96mの楕円形で，深さ54cmである。長径方向はN－560－EであるO壁面は

外傾して立ち上がる。

底面　長軸0．68m，短軸0．5mの隅丸長方形で，ほぼ平坦である。

覆土　5層からなる。各層ともロームブロックを含み，不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。
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土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

所見　遺構の形態から，縄文時代の陥し穴の可能性が考えられる。詳細な時期は，遺物が出土していないため

不明である。

」L24．2m

j

第11図　第1号土坑実測図

表2　土坑一覧表

＼宝プ

ヽJ‾

、＼J

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

土坑

番号
位　置長径方向平面形

規　　　模
壁　面底面覆土出　　土　　遺　　物 時　代備　考

長径（軸）×短径（輔（m）深さ（cm）

1AleON●560　－E楕円形 1．25　×　0．96 54 外傾平坦人為 不明

2Alg9N＿860　＿E隅丸長方形1．94　×1．18 10外傾・緩斜平坦人為 不明

4Alg8N●810　－W楕円形 0．73　×　0．64 10 緩斜平坦
目顔 不明

5AlfON＿710　－W楕円形 0．80　×　0．58 15 緩斜平坦人為 不明

6AlgON＿350　－W隅丸長方形0．44　×　0．33 17 緩斜皿状自然 不明

7AlgON＿460　＿W 円形 0．82　×　0．76 14 緩斜皿状人為 不明

8AlhON＿550　－E 円形 0．34　×　0．31 11 外傾平坦人為 不明

9AlhON＿100　－E楕円形 0．88　×　0．43 16 外傾平坦人草 不明

10Alg9N＿600　－W隅丸長方形2．03　×1．35 40 外傾平坦人為土師器杯，須恵器杯・高台付杯奈良

14Ale8N＿660　－E楕円形 0．74　×　0．54 40 緩斜皿状人為 不明

第2号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブ

ロック・ローム中ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック微量
3　黒褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小

ブロック・ローム粒子少量
第4号土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少

量，炭化物微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒

子微量
第5号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブ臼ック多量，ローム粒子中量，炭化粒

子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック・炭化粒子微量
第6号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量

－16　－

2　暗褐色　ローム粒子少量
第7号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブ

ロック微量
3　褐　色　ローム粒子微量
第8号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック微量
第9号土坑土層解説
1褐　色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒

子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
第14号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，

炭化物微量



3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微
量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

⑥

6　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック・炭化粒子微量

〕干
」」24．6m

SK2

ニケ「、一　三二
」と24．2m JL24．2m

‾、竃ク、sK6　　1ヂ‾‾sK8

「〔二＿「千言二幸
寸

。K7　可　＜丁

1m

千言三
－24．2m

十一三
」」24．4m

・・　㌧

SK14

［二二二二二土二二二二∃

第12図　その他の土坑実測図

（2）溝

第1号溝（第13図）

位置　調査区の北西部，AIc8～AIc9区。

規模と形状上幅0．24～0．65m，下幅0・05～0・36m，深さ11～47cmである。北西部が調査区城外に延びており，

確認できた長さは3．93mである。断面は緩やかなU字形である。

方向　AIc9区から南西方向（N－1200－W）に直線的に延び，AIc9区の西端部で北西方面（N－600－W）

に折れ，調査区城外に至っている。
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覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　土師器片3点が出土している。土師器は嚢の体部細片で，いずれも覆土上層から出土している。

所見　時期は，判断できる遺物が出土していないため不明である。

可＼

七d。

‾、＼一一一一一、＿＿／一一

第13図　第1号溝跡実測図

」L24．2m

ニl；己

0　　　　　　　　　　　　　　2m

［　　；　＿＿＿∃

第2号溝（第14図）

位置．調査区の北西部，AIcO区。

規模と形状　上幅0．23～0．25m，下幅0．08～0．13m，深さ4～9cmである。北東部が調査区域外に延びており，

確認できた長さは0．81mである。断面は緩やかなU字形である。

方向　AIcO区で北東方向（N－270　－E）に直線的に延び，調査区城外に至っている。

遺物　不明鉄製品1点が出土している。第14図Mlの不明鉄製品は，覆土上層から出土している。

所見　時期は，鉄製品が1点出土しているものの判断できる土器が出土していないため不明である。

第2号溝跡出土遺物観察表（第14図）

番号 器　　 種

計　　 彿け　　　 値

材　 質 特　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　 考
全長（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重量（g ）

M l 不明鉄製品 8．1 2．4 0．5 16．9 鉄 8 の字状を呈し，中央部に三角状の突起部 覆土上層 PL6

第3号溝（第14図）

位置　調査区の北西部，AIcO～A2cl区。

規模と形状　上幅0．16～0．38m，下幅0．06～0．22m，深さ3～8cmである。北東部が調査区域外に延びており，

確認できた長さは0．86mである。断面は緩やかなU字形である。

方向　A2cl区から北北西方向（N－100　－W）に直線的に延び，AIcO区の東端部で北北東方面（N－60

E）に折れ，調査区域外に至っている。
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遺物　遺物は出土していない。

新風　時期は，判断できる遺物が出土していないため不明である。

二　l‾l

＼

＼

SD2　　　　　　　　　SD3

」と23伽

0　　　　　　　　　　　　　1m

∴　l　　　　‥」

第臓聞　第2　03号溝跡e出土遺物実測図

（3）不明遺構

第瑠号不明遺構（第15図）

位置　調査区の北西部，Alb8・Alb9＼AIc8・AIc9区。

規模と形状　長径1。40m，短径1。20mの不定形の土坑状遺構から，それぞれ北方向と西方向に延びる溝状の掘

り込みが確認できた。不整形の土坑状遺構は，深さ38～60cmである。長径方向はN－450　－Wである。壁面は

外傾して立ち上がる。北方向に延びる溝状の掘り込みは，上幅0。49～0．53m，下幅0。11～0。33mタ　深さは12cmで

ある。断面は緩やかなU字形を呈している。西方向に延びる溝状の掘り込みは，上幅0。28～0。39m，下幅0。12～

0．25m，深さは28cmである。断面はU字形を呈している。いずれも調査区域外に延びている。

尊堂　29層からなる。土層断面中，第18層は自然堆積と考えられる。それ以外の各層は炭化粒子や焼土，ロー

ムブロックを含み，不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック。炭化粒子中量，ローム粒子・

焼土中ブロック・焼土粒子少量
2　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・

焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子も

焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
4　黒褐色　ローム粒子e炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
5　黒褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量
6　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼

土粒子少量，ローム小ブロック微量
7　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローl

ム粒子少量
8　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロッ

ク・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量
9　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少

量，ローム中ブロック・炭化物微量
10　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

11褐　色　　　ローム小ブロック・ローム粒子多
量，炭化粒子少量

12　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
13　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少

量，焼土粒子微量
14　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・

焼土粒子少量
15　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロッ

ク・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック
微量
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16　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少
量，焼土粒子微量

17　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・
ローム粒子・焼土中ブロック少量

18　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小プロ・ノク・炭化粒子少
量，ローム中ブロック微量

19　暗赤褐色　焼土太ブロック・焼土中ブロックe焼土粒子多
鼠　焼上中プロ、ソク・ローム粒子少量

20　赤褐色　焼土粒子多量，焼土大ブロック　0焼土中ブロッ
ク・焼土小ブロック中量，ローム粒子少量

21赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，
ローム小ブロック0焼土太ブロック・焼土中ブロッ
ク微量

22　暗褐色　ローム粒子少量
23　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少

量，ローム小ブロック微量
24　黒褐色　ローム粒子・健土中ブロックe焼土粒子微量
25　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
26　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブ

ロック微量
27　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

太ブロック・ローム中ブロック微量
28　暗褐色　ローム中ブロック0ローム小ブロック61コーム粒

子微量
29　黒褐色　ローム粒子少量



遺物　遺物は出土していない。

所見　時期は，判断する土器が出土していないため不明である。遺構の形状および土層から判断して，溝を掘

り込んだ土坑に多量の焼土が投棄された可能性も考えられる。

D

一、－r　　　ヽ√

第15図　第1号不明遺構実測図
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4　遺構外出土遺物

今回の調査で，遺構に伴わない縄文時代から近世にかけての遺物が出土している。ここでは，これらの出土

遺物のうち特徴的なものについて掲載する。

簿一：′＿、憲．主．粛

第16図　遺構外出土遺物実測図
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遺構外出土遺物観察表（第16図）

番号
l 種 別 l

l土 師質士器

1 機種

1 小 皿

口　 径 器　 高 底　 径 胎　 ‾　土 焼　 成 手　　　　　 法 出土 位 置 備　　 考

15 7．0 1．6 3．1 長石，雲母 普　 通 底部回転糸切 り 表土中 60％　　 PL6

番号

TP2

T P3

種　 別

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

器種

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

口径 器高

（3．8）

（3．9）

（4．2）

（3．0）

（6．1）

底径 文 ‘棟　 の　 特　 徴 胎　　　　　 土 焼成 色調 出土位 置 備　　　　　 考

L R の単節縄文が施文 雲母，白色粒子，繊維 普通 にぷい褐 表土中 （黒浜式）　 pL 6

－ － 撚糸文が施文

無節縄文が施文

雲母，長石，繊維 普通 明赤褐 表土中 （黒浜式）＿　PL 6

T P4

T P5

TP6

－ －
雲母，白色粒子，繊維 普通 にぷい橙 表土中 （黒浜式）　 pL6

－ －
L の無節縄文が施文 雲母，繊維 普通 橙 表土中 （黒浜式）

－ － 撚糸文が施文
雲母，長石，繊維 普通 にぷい橙 表土中 （黒浜式）　 pL6

雲母 ，長石，繊維 普通 にぷい橙 表土中 （黒浜式）　 pL6
TP7

TP8

縄文土器

縄文土器

深鉢

深鉢

－
（5．4） －

痍位の平行沈線文が施文

－ （5．7） －
L の無節縄文が施文 雲母，長石，繊維 普通 にぷい橙 表土中 （黒浜式）　 pL6

番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

特　　　　　 徴 胎　 土 ・色　 調 出　 土　 位　 置 備　 考

径（cm ） 長さ（cm ） 孔径（cm）重量（g ）

球体，ナデ 長石，明赤褐 表土中 PL 6
D P l 球状土錘 2．7 2．9 0．8 19．9

番号 器　　 種
計　　　　 測　　　　 値

石　 質 特　　　　　　　　　 徴 出　 土　 位　 置 備　 考

長さ（cm ）

（5．5）

幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

Q l 砥　 石 3．1 2．0 50．8 凝灰岩 埠面 2 面 ，中央部が薄 くなっている 表土中 PL 6

表3　竪穴住居跡一覧表

住居跡

ロ

位　 置

主軸方向

（ 軸）

平面形

規模 （m ）

（長軸×短軸）

5．26×5．26

壁　 高

‘（cm）

28

床面 壁溝
内　 部　 施　 設

覆土 出　 土　 遺　 物 時　 代 備　 考

主柱穴出入ロピットピ再 炉・竃貯蔵穴

番号

1

2

3

A l f8

A l bO

長

N ＿210－W

N －330－E

N ＿1。－W

方形

方形

［方形］

平坦 － 4 1 － － － 人為
土師器壷・高杯 古墳

2．28×2．21

2．73×（2．60）

11～36 平坦 一部 － － －
竃 － 自然

土師器杯・賓，須恵器杯・嚢 平安

A 2 g l 25 平坦 － － － － 竃 －
人為 土師器杯，須恵器嚢・鉢 奈良

表4　溝一覧表

番号 位　　 置 方　　 向 断面形

規　　 模　 （m ）
立ち上がり面 底面 覆土 出土遺物 時代 備考

長　 さ 上　 幅 下　 幅 深さ（cm）

1 A I c8・、A I c9 N＿1200 －W ・N －600　－W U 字形
（3．93） 0．24～0．65 0．05～0．36 11～47 外傾

U字状

平坦
自然 不明

2 A I cO N＿270－E U 字形 （0．81） 0．23～0．25 0．08～0．13 4～　9 緩斜 U字状 － 鉄製品 不明

不明3 A I cO～A 2 c l N＿100－W ・N －60　細E U 字形 （0．86） 0．16～0．38 0．06～0．22 3～　8
緩斜 U字状 －

－　21－



第4節　ま　　と　　め

今回の調査によって，当遺跡から古墳時代の竪穴住居跡1軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡2軒，土坑1基，

時期及び性格不明の土坑9基，溝3条，不明遺構1基を検出した。また，出土した遺物は，縄文時代の深鉢片

から中世の土師質土器と多時期にわたっている。ここでは，それぞれの時期の検出した遺構と遺物について概

要を述べ，まとめとしたい。

1縄文時代から弥生時代

縄文時代の遺構は確認できなかった。遺構に伴わない遺物で確認できた時期は，縄文時代前期前葉（黒浜式

期）である。以上のことから前期前葉にわずかながら人々の生活の場として利用されたことがうかがえる。弥

生時代の遺物としては，後期に属すると考えられる壷の細片が遺構外から数点出土している。

2　古墳時代

今回の調査では，調査区のやや南西寄りから中期の住居跡1軒（第1号住居跡）を検出した。本住居跡の竃や

炉は確認できなかった。中央部から北部にかけて床面下まで撹乱を受けている。床の硬化面は撹乱部分を除く

中央部で確認できた。締まりが弱いことから，本跡は短期間の使用後，廃絶された可能性が考えられる。

当遺跡の周辺では，花室川沿いに多数の集落跡が確認されている。花室川南岸に位置する向原遺跡，烏山遺跡，

宮前遺跡，北岸に位置する永国遺跡などはすでに調査され，古墳時代中期の遺構が検出されている。

3　奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺構は，竪穴住居跡2軒，土坑1基が検出されている○

当遺跡の周辺では，花室川沿いに多数の集落跡が確認されている。そのうちいくつかの遺跡については発掘
1）

調査が行われている。当遺跡から南西約0．9kmに位置する念代遺跡では，奈良・平安時代の竪穴住居跡が19軒

ほど検出されている。念代遺跡の第3号住居跡からは当遺跡の第3号住居跡から出土した土器と類似する須恵

器の杯が出土している。時期も同時期の8世紀後半である。

当遺跡と念代遺跡は住居跡の形態や遺物との関わりから考えると少なくとも同じ時期に集落が形成されてい

たと考えられる。

4　中世

今回の調査で遺構は検出されなかったが，土師質土器（小皿）が1点出土している。この時期の遺構が調査区

城外に存在しているものと推定される。

今回の調査の結果，縄文時代・弥生時代は，遺物がわずかながら確認されたことから当遺跡周辺に人々が生

活していた痕跡がうかがえる。その後，当遺跡周辺の台地上では古墳時代から奈良・平安時代にかけて断続的

に人々が生活を営み，平安時代を最後に生活の場ではなくなっていったと考えられる。

これらのことから当遺跡は，古墳時代及び奈良・平安時代を中心とする縄文時代から中世にかけての複合遺

跡であることが判明した。

註）

1）茨城県教育財団「主要地方道土浦竜ヶ崎線道路改良工事地内埋蔵文化財報告書　右籾貝塚東遺跡　内路地台遺

跡　念代遺跡　平坪遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第111集1996年3月
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第1号住居跡完掘状況



第2号住居跡完掘状況

第2号住居跡遺物出土状況



第3号住居跡完掘状況

第10号土坑遺物出土状況



第1号不明遺構
焼土塊確認状況



P L5

第2号住居跡，第10号土坑出土遺物



外－TP7 外一丁P8

第3号住居跡，第2号溝，遺構外出土造物
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